




















析に二つの流れがある。一つは 「原因 ・理由文」を中心 とした分析で、言語学研究会 ・
構文論グルs・一一Lプ(1986)の一連 研究が挙げられる。ここでは 「うらめ ・ゆず り的」
とい う用語が用いられている。もう一つは、論理学に基づいた条件文を中心に分析 し
たもので、坂原(1985)、小泉(1987)、前田(1991)などがある。小泉(1987)では、















































































本稿では譲歩関係を表す複文の 日中対照に重点を置 くため、譲歩関係を表す 「即使




本稿で行 う分析の方法は以下の通 りである。①中国語原文から 「即使 ・即便」の実
例を取り上げ、その翻訳との対応関係を検討 し考察を行 う。②手順①で得 られた結果
を裏付けるため、 日本語原文と中国語翻訳の対応関係を見ていく。その方法は① とは





















(3)即使是一句筒単的活,不 槍那一ノト所到也会高巣 。(《家 》)
(3')ちょっ とした ことで も誰 だって嬉 しがる じゃないか。(『家』)
(4)即使迭神研充,如 果有大学方面推#的 活 。(<<'1青》)
(4')こうした研究で も、大学方面か らの推薦で もあ ります とね。(『あ』)



































































仮に 6 い くら 4
たとい 5 仮令 4




共起しない 59 50% 66 79.5%




い う 「たとえ ・いくら ・もし」などのモダ リティ副詞は譲歩関係を表す接続表現 と共
起 し、譲歩文においては条件性を強調する機能があると考えられる。
(11)これ は少 し話が大きい として も、まあ、七千メー トルか ら八千メー トル ぐ
らいはあるだ といわれています よ。(『あ』)
(11')即使 区科悦法有些奈弓長,但七 、八千公尺高的山也込是可能有 的。(<<j[青》)

























































(17')実際反対 した ところでなんに もな らない けど。(『家』)
(18)地即使搬 到了団錯湖,也 迩可 以回那ノ↑'院子串口。(《帥 》)
(18')引っ越 した後でも、そ こへ遊び にいける。(『鐘』)
(19)迭介吋候 即使可以回去,地 也不肯抱下他伯 。(《家》)
(19')この ときた とえ彼女が家へ帰 ることができたにしろ、彼 らを置 き去 りに し
てはゆかなかったろ う。(『家』)
(20)即使完全 元可逃脱,他 也不/立咳先 自己往泥塘里液 。(《略》)
(20')たとえ逃 げ道がまった くなかった としても、 自分か ら進んで泥沼に飛び
込む とい うほ うはない。(『酪』)
また、主語の位置から考察すると、主語が従属節に現れるとき、(17)のように副詞
が接続表現 「即使」の後ろに来ることもあるし、(18)のように 「即使」の前に現れる













「但即イ蜘 馳 一祥,他不鞭 以力姓 天地「司,大躰 来有日寸也未免要游1蛎偲
了。」の前に、「他込杁得路,干是有些詫昇了,急広不向着法場走呪?他不知道逮是在







































































は従属節の条件 「ラサへ行 く」「闇夜に盲滅法にこのへんを歩き回る」とい う想定下で、
「飛行機に乗る」 「井戸に落ちる」が成 り立つはずである。 しかも 「ラサが遠いから、
飛行機に乗る」「闇夜で何も見えないから、井戸に落ちる可能性がある」とい う推論が
含意される。但 し、主節の帰結 「飛行機 に乗 らない」「井戸に落ちない」は従属節から
予測されることとの対立が表 されると考えられる。







(30)どれだ けベ ス トを尽 くしても人は傷つ くときは傷つ くのです。(『ノ』)
(30')即使再蜴尽人力,核 受彷害的人也元由幸免。(《梛》)
(31)即使知道也逐一祥 。(《口内》)
(31')かりに知 っていた としても、同 じことだっただろ う。(『ロ内』)
(30)(31)のように従属節の動詞が継続}動詞である場合は多く、主節に 「迩」「咳」
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